
課長名

■ ■ R3 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

河川空間の利活用による賑わいの創出

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 チャレンジ枠 部局名 土木部

法 定 受 託 事 務

課名 河川課 名久井　孝史

事業主体 県、市町、まちづくり福井
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔 10　北陸新幹線開業効果を最大限

［解決すべき問題・課題］

福井県内には多目的広場としてのスペースを有していたり、河川公園が併設されたりしている河川があるが、利活用があまり進んでいない状態である。

［事業目的］

令和５年度の北陸新幹線開業により福井県内に多くの観光客が訪れることが予想されるため、河川を観光資源として磨き上げ、人々が楽しく集い賑わいのあるかわづ
くり事業を行いたい。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 3　楽しみを広げる（創造力）
関連する県の計画等 〔 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R7

補助率

（実績） （役割分担）

市町との連携状況

・市町と県で事業の役割分担
　県：賑わい拠点の基盤整備（高水敷の芝生化・舗装、下水路の蓋掛
け）
　市：市有地の拠点施設への提供、水道・電気施設等整備
　まちづくり福井：拠点施設整備、各種イベント開催

他県の状況

・石川県　浅野川
　金沢市中心部に近い浅野川において、散策路、親水護岸の整備によ
り、住民による各種活動が行われ、憩いの場となっている
・大阪府　道頓堀川
　ミナミの繁華街を流れる道頓堀川において、水の回廊を整備し、多
くのオープンカフェやイベントが開催されるなど、大きな賑わいをみ
せている

〇賑わいを創出するための河川空間の整備

（足羽川）
　・高水敷の芝生化・舗装整備
　・下水路の蓋掛け

［受益者］ 県外から福井県への旅行者、福井県内在住者 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名



課長名

■ ■ R3 年度

□ 経過年数 0 年度

□ □ 1 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

そ の 他

河川空間の利活用による賑わいの創出

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 チャレンジ枠 部局名 土木部 課名 河川課 名久井　孝史

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R7

補助率 法 定 受 託 事 務

事業主体 県、市町、まちづくり福井
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

当 初 予 算 額 の 推 移 35,000

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 35,000 35,000

成果指標 賑わいの創出箇所
(目標) (4)

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

□ 拡充

活動指標 河川空間整備
(目標) (4) (4)

賑わいを創出するための整備

実績

現時点で想定される箇所が4箇所のため

実績

(4)

見直し額

□ 継続 □

□ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了



課長名

■ ■ R3 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況

・敦賀市において不法係留関係の広報実施（「広報つるが」令和3年2月
号）

・不法係留船の移転先確保や監視活動への協力

他県の状況

神奈川県：（行政代執行）　９８隻
新潟県：　　　　　　　　　　－　　予告で自主撤去　３隻
静岡県：（行政代執行）　　　１隻
滋賀県：（行政代執行）　　　４隻（H18)予告で撤去事例もあり
鳥取県：（行政代執行）　　　１隻
福岡県：（行政代執行）　　　９隻

　（１）所有者不明の係留施設（アンカー、タイヤや桟橋など）の撤去
　　　　・船舶の係留されていない係留施設を簡易代執行により撤去
　　　　・一時保管した撤去物の処分

　（２）簡易代執行後に新たな係留施設を設置されないよう監視活動等の強化
　　　　・監視カメラの設置

［受益者］ 地域住民、河川の自由使用者 ［想定される受益者数］ 12,098人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔 16　防災・治安先進県ふくいの実現

［解決すべき問題・課題］

　二級河川　井の口川には多数の河口付近には多数の不法係留船があり、平常時には景観を損ね、大雨時には住宅地への流出などの危険性がある。

［事業目的］

　簡易代執行や啓発活動を実施することにより不法係留船の自主的撤去を促し、自主撤去に応じない船舶には行政代執行を実施することなどにより不法係留船を無く
す。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 4　安心を高める（地域力）
関連する県の計画等 〔 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 令和１５

補助率 法 定 受 託 事 務

課名 河川課 名久井　孝史

事業主体 福井県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

二級河川　井の口川における不法係留対策について

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 土木部



課長名

■ ■ R3 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

77

縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

□ 拡充

活動指標 係留施設撤去数
(目標) (458) (88) (0)

(目標)　当該年度における撤去した係留施設数

実績

見直し額

□ 継続 □

□

成果指標 不法係留船数
(目標) (77) (60)

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

(目標)　船舶数が減る冬期の係留数を通年目標とする

実績

(0)

当 初 予 算 額 の 推 移 6,477

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 6,477 6,477

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 令和１５

補助率 0 法 定 受 託 事 務

事業主体 福井県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

そ の 他

二級河川　井の口川における不法係留対策について

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 土木部 課名 河川課 名久井　孝史


